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スタンダード数学を受講するにあたって

受講前に行うこと
(1) 必ず予習してから受講してください.

(2) 思考に時間をかけて, 論理に矛盾がない答案作成 (減点されない答案作成)を心
がけてください.

(3) 答案の作成を終えたら, 答案の最初の一行から最後の一行まで,「論理に矛盾が
ないか」時間をかけて丁寧に確認してください.

(4) 論理に矛盾がないことを確認でき,自信を持って答案作成できたのであれば,当
該講義を受講する必要はありません.

受講後に行うこと
(1) 答案に「不備があった」または「論理に矛盾があった」場合, なぜ不備や論理に

矛盾があったのか,十分に復習を行なってください.

(2) 十分に復習を行なった後, 再度当該講義の問題を解き,「不備がない」「論理に矛
盾がない」答案が作成できれば終了です.
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第1章 分数関数 (数学Ⅲ)

8



1.1 分数関数 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 12分)

目次に戻る

9

https://youtu.be/QU8XBaSXBo0


1.2 分数関数のグラフ (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 30分)

目次に戻る

10

https://youtu.be/SOHpdDEUk8g


1.3 分数関数のグラフ (Standard)

𝑥 の関数 𝑦 =
−2𝑥 − 6

𝑥 − 3
のグラフは双曲線 𝑦 =

𝑎

𝑥
を 𝑥 軸方向に 𝑏, 𝑦 軸方向に 𝑐 だけ

平行移動したものである. 𝑎, 𝑏, 𝑐の値を求めよ.

(麻布大　改)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 42分)

目次に戻る

11

https://youtu.be/YT1QjcmeWmY


1.4 分数関数の決定 (Standard)

関数 𝑦 =
𝑎𝑥 + 𝑏
𝑥 + 𝑐 のグラフが, 𝑥 = 3と 𝑦 = 1を漸近線とし, さらに点 (2, 2) を通ると

き, 𝑏の値を求めよ.

(防衛大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 34分)

目次に戻る

12

https://youtu.be/A9G-vfmc6xA


第2章 無理関数 (数学Ⅲ)

13



2.1 無理関数 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 5分)

目次に戻る

14

https://youtu.be/w7Z0Nwip-Nc


2.2 無理関数のグラフ (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 38分)

目次に戻る

15

https://youtu.be/BhOyZVMsvy0


2.3 無理関数のグラフと直線の共有点 (Standard)

2つの関数 𝑦 = 𝑎 |𝑥 − 1| − 𝑎 と 𝑦 =
√
𝑥 のグラフが, 3つの異なる共有点をもつための

実数 𝑎の条件を求めよ.

(法政大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 44分)

目次に戻る

16

https://youtu.be/OmtVUJoSpS4


2.4 無理方程式 (Standard)

方程式 √
−2𝑥 + 3 = − 1

𝑥
を解け.

(龍谷大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 37分)

目次に戻る

17

https://youtu.be/xQPvxJDgYHg


第3章 逆関数 (数学Ⅲ)

18



3.1 逆関数 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 36分)

目次に戻る

19

https://youtu.be/ZmH2ss1RGIA


3.2 逆関数 (Standard)

関数 𝑓 (𝑥) = log2(3𝑥 + 4) の逆関数 𝑓 −1(𝑥) を求めよ.

(東京電機大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 39分)

目次に戻る

20

https://youtu.be/99co5GwH4RQ


第4章 合成関数 (数学Ⅲ)

21



4.1 合成関数 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 52分)

目次に戻る

22

https://youtu.be/uDqhQ03UvpU


4.2 合成関数 (Standard)

𝑓 (𝑥) = 2𝑥 + 1

𝑥 + 1
と 𝑔(𝑥) = 𝑥 − 2

𝑥 − 1
の合成関数を 𝑓 (𝑔(𝑥)) = 𝑎𝑥 + 𝑏

2𝑥 + 𝑐 とする. 定数 𝑎, 𝑏, 𝑐

を求めよ.

(東京都市大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 18分)

目次に戻る

23

https://youtu.be/AXtFwIbxhJM


第5章 数列の極限 (数学Ⅲ)

24



5.1 数列の極限 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 44分)

目次に戻る

25

https://youtu.be/yZoaZzDipRs


5.2 数列の極限の性質 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 142分)

目次に戻る

26

https://youtu.be/m_eAhiLK8vk


5.3 数列の極限 (Standard)

lim
𝑛→∞

𝑛3

22 + 42 + · · · · · · + (2𝑛)2 = である.

(大阪工業大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 78分)

目次に戻る

27

https://youtu.be/e6ggGKj6uF8


5.4 数列の極限 (Standard)

極限 lim
𝑛→∞

(√
𝑛2 + 3𝑛 + 2 − 𝑛

)
を求めよ.

(成蹊大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 58分)

目次に戻る

28

https://youtu.be/P-s3dnBa7sI


5.5 無限等比数列の極限 (Standard)

極限値 lim
𝑛→∞

2𝑛 + 4𝑛

3𝑛 + 4𝑛
を求めよ.

(東京電機大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 70分)

目次に戻る

29

https://youtu.be/0FPKvdv7MFw


5.6 隣接 2項間漸化式と極限 (Standard)

𝑎1 = 1, 𝑎𝑛+1 =
1

3
𝑎𝑛 + 1 (𝑛 = 1, 2, 3, · · · ) で定まる数列 {𝑎𝑛} について, 次の問いに答

えよ.
(1) 一般項 𝑎𝑛 を求めよ.

(2) 数列 {𝑎𝑛}の極限値を求めよ.

(西日本工業大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 27分)

目次に戻る

30

https://youtu.be/bt7jcOEyrsw


第6章 無限級数 (数学Ⅲ)

31



6.1 無限級数の収束・発散 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 29分)

目次に戻る

32

https://youtu.be/T-gXMOYhlN4


6.2 無限級数 (Standard)

級数
∞∑
𝑛=2

1

𝑛2 − 1
の和の値は である.

(関西大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 41分)

目次に戻る

33

https://youtu.be/ejmlhNcx0_8


6.3 無限等比級数の収束・発散 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 78分)

目次に戻る

34

https://youtu.be/xS4bksjKr30


6.4 無限級数の性質 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 26分)

目次に戻る

35

https://youtu.be/tqhwSLs9qz8


6.5 無限等比級数 (Standard)

3 + 4

5
+ 32 + 42

52
+ · · · + 3𝑛 + 4𝑛

5𝑛
+ · · · =

(神奈川大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 46分)

目次に戻る

36

https://youtu.be/gz8BDzg3ycw


6.6 無限等比級数の収束 (Standard)

0 < 𝑥 <
𝜋

2
のとき, 無限級数

tan 𝑥 + (tan 𝑥)3 + (tan 𝑥)5 + · · · + (tan 𝑥)2𝑛−1 + · · ·

が収束するような 𝑥の範囲は であり, 級数の和が
√
3

2
になるのは 𝑥 =

のときである.

(愛知工業大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 75分)

目次に戻る

37

https://youtu.be/9d0yifwQgQo


第7章 関数の極限 (数学Ⅲ)

38



7.1 関数の極限 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 32分)

目次に戻る

39

https://youtu.be/Q-JVcfJVjbQ


7.2 関数の極限の性質 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 105分)

目次に戻る

40

https://youtu.be/9kwaP10X0Kg


7.3 関数の極限（ 𝑥 → 𝑎） (Standard)

次の極限値を求めよ.

lim
𝑥→0

√
1 + 𝑥 −

√
1 − 𝑥

𝑥
=

(北見工業大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 69分)

目次に戻る

41

https://youtu.be/oL1oU6DV56E


7.4 極限値が存在するための条件 (Standard)

次の等式が成り立つように, 定数 𝑎, 𝑏の値を定めよ.

lim
𝑥→3

𝑎
√
𝑥 − 𝑏
𝑥 − 3

= 4

(秋田県立大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 58分)

目次に戻る

42

https://youtu.be/gHSDLKLo-Mc


7.5 三角関数の極限 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 75分)

目次に戻る

43

https://youtu.be/57RnWEGSuN0


7.6 関数の極限（ 𝑥 → ±∞） (Standard)

lim
𝑥→−∞

(
√
𝑥2 − 𝑥 + 𝑥) の値は である.

(会津大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 33分)

目次に戻る

44

https://youtu.be/ISUpzYy6Zaw


7.7 ネイピア数 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 49分)

目次に戻る

45

https://youtu.be/TdO447ZdP3E


7.8 ネイピア数 (Standard)

極限 lim
𝑥→0

𝑒𝑥 − 𝑒−𝑥
𝑥

を求めよ.

(高知女子大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 30分)

目次に戻る

46

https://youtu.be/I8jbsGzjjZo


7.9 ネイピア数 (Standard)

lim
𝑥→0

𝑒𝑥
2 − 1

1 − cos 𝑥
を求めよ.

(小樽商科大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 31分)

目次に戻る

47

https://youtu.be/7wqK4kY6Oho


7.10 関数の連続・不連続 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 37分)

目次に戻る

48

https://youtu.be/KPlxJQEcEWU


7.11 中間値の定理 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 29分)

目次に戻る

49

https://youtu.be/gIlkzNBcsl4


第8章 微分法 (数学Ⅲ)

50



8.1 微分可能と連続性 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 87分)

目次に戻る

51

https://youtu.be/0aaBM2XBpnY


8.2 微分可能 (Standard)

関数 𝑓 (𝑥) = 𝑥 −
√
𝑥2 は 𝑥 = 0で微分可能でないことを示せ.

(岩手大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 30分)

目次に戻る

52

https://youtu.be/kygIhhq2Wp0


8.3 導関数の公式 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 159分)

目次に戻る

53

https://youtu.be/95-UfIQKP04


8.4 積・合成関数の導関数 (Standard)

次の関数の導関数を求めよ.
𝑥3
√
1 + 𝑥2

(信州大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 58分)

目次に戻る

54

https://youtu.be/FCauLzcFLbk


8.5 商・合成関数の導関数 (Standard)
𝑥

√
𝑥2 + 1

を微分せよ.

(津田塾大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 24分)

目次に戻る

55

https://youtu.be/IhawxfzCGjY


8.6 合成関数・逆関数の導関数 (Standard)

𝑦 = 𝑓 −1(𝑥) のとき,
𝑑𝑦

𝑑𝑥
=

1

𝑓 ′(𝑦) は逆関数の微分法の公式であるが,
𝑑2𝑦

𝑑𝑥2
を

𝑓 ′(𝑦), 𝑓 ′′ (𝑦) を用いて表すと, 合成関数の微分法により,
𝑑2𝑦

𝑑𝑥2
=

(小樽商科大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 29分)

目次に戻る

56

https://youtu.be/NWfcHl9tYY8


8.7 三角関数の導関数 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 52分)

目次に戻る

57

https://youtu.be/riawVJz_Ov8


8.8 指数関数の導関数 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 45分)

目次に戻る

58

https://youtu.be/VK7cwLeHREg


8.9 対数関数の導関数 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 32分)

目次に戻る

59

https://youtu.be/ITptSO4Wnw8


8.10 𝑥𝑟（rは実数）の導関数 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 23分)

目次に戻る

60

https://youtu.be/n1DrhNYpA6w


8.11 対数微分法 (Standard)

𝑥 > 0で定義された関数 𝑦 = 𝑥
√
𝑥 を微分せよ.

(東京電機大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 31分)

目次に戻る

61

https://youtu.be/e1qfevtU220


8.12 媒介変数表示と導関数 (Standard)

𝑥 = sin 𝑡, 𝑦 = sin 𝑡 + 2 cos 𝑡 + 3 tan 𝑡 のとき,
𝑑𝑦

𝑑𝑥
を 𝑥を用いて表すと である.

ただし 0 ≦ 𝑡 <
𝜋

2
とする.

(埼玉工業大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 44分)

目次に戻る

62

https://youtu.be/e32MPeAhLhE


8.13 曲線上の点における接線の方程式 (Standard)

曲線 𝑥 = 3 cos 𝑡, 𝑦 = 2 sin 𝑡 (0 ≦ 𝑡 < 2𝜋) 上の点
(
3

2
,
√
3

)
における接線の方程式を求

めよ.

(東京電機大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 97分)

目次に戻る

63

https://youtu.be/GJSQnd143mk


8.14 曲線外の点から引いた接線の方程式 (Standard)

関数 𝑦 = (3𝑥 − 𝑥3)𝑒𝑥 が表す曲線を 𝐶 とする. 曲線 𝐶 の接線で, 原点を通るものをす
べて求めよ.

(名古屋工業大　改)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 41分)

目次に戻る

64

https://youtu.be/pFoRrtu_SUY


8.15 共通接線 (Standard)

𝑦 = log 𝑥 と 𝑦 = 𝑎𝑥2 (𝑎 ≠ 0) のグラフが共有点をもち, この点で共通の接線をもつの
は, 𝑎 = のときであり, その共通の接線の方程式は 𝑦 = である.

(東海大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 59分)

目次に戻る

65

https://youtu.be/FBJxCaAATyc


8.16 平均値の定理 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 46分)

目次に戻る

66

https://youtu.be/3JnAva3UYds


8.17 平均値の定理 (Standard)

𝑒を自然対数の底とする. 𝑒 ≦ 𝑝 < 𝑞 のとき, 不等式

log(log 𝑞) − log(log 𝑝) < 𝑞 − 𝑝
𝑒

が成り立つことを証明せよ.

(名古屋大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 95分)

目次に戻る

67

https://youtu.be/a1IaB2rmSls


8.18 単調増加・単調減少 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 59分)

目次に戻る

68

https://youtu.be/nUNAP9kjbek


8.19 関数の増減 (Standard)

関数 𝑓 (𝑥) = log 𝑥

𝑥 − 1
について次の問いに答えよ. ただし, log 𝑥 は自然対数とする.

(1) 導関数 𝑓 ′(𝑥) を求めよ.

(2) 𝑥 > 1の範囲で 𝑓 (𝑥) は減少することを証明せよ.

(長岡技術科学大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 45分)

目次に戻る

69

https://youtu.be/JbvJ1zHZxkw


8.20 極値をもつための条件 (Standard)

関数 𝑓 (𝑥), 𝑔(𝑥), および ℎ(𝑥) を

𝑓 (𝑥) = 𝑒−𝑥𝑥3, 𝑔(𝑥) = 𝑒𝑥 𝑓 ′(𝑥) および ℎ(𝑥) = 𝑒−𝑥 (𝑥3 + 𝑘)

と定める. ただし, 𝑓 ′(𝑥) は 𝑓 (𝑥) の導関数であり, 𝑘 は実数である.

(1) 関数 𝑔(𝑥) の極値を求めよ.

(2) 関数 ℎ(𝑥) が極小値をもつための 𝑘 の条件を求めよ.

(北里大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 62分)

目次に戻る

70

https://youtu.be/SQmDU7yDQcg


8.21 曲線の凹凸 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 40分)

目次に戻る

71

https://youtu.be/7oOW_jcJOvY


8.22 変曲点 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 15分)

目次に戻る

72

https://youtu.be/dGHqJ_p4AlA


8.23 グラフの概形 (Standard)

𝑓 (𝑥) = 𝑥2𝑒−𝑥 とおく.

(1) 関数 𝑓 (𝑥) の極値を求め, 曲線 𝑦 = 𝑓 (𝑥) の凹凸を調べよ.

(2) 𝑦 = 𝑓 (𝑥) のグラフをかけ.

(東京海洋大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 71分)

目次に戻る

73

https://youtu.be/KqXGwFsa4y4


8.24 漸近線 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 32分)

目次に戻る

74

https://youtu.be/5284ybZzsH4


8.25 グラフの概形 (Standard)

関数 𝑓 (𝑥) = 4𝑥2 + 3

2𝑥 − 1
について, 次の問いに答えよ.

(1) 𝑓 (𝑥) の極値をすべて求めよ.

(2) 曲線 𝑦 = 𝑓 (𝑥) の漸近線の方程式をすべて求めよ.

(3) 曲線 𝑦 = 𝑓 (𝑥) の概形をかけ.

(東京電機大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 113分)

目次に戻る

75

https://youtu.be/LlfTXMkwbFE


8.26 サイクロイドの法線 (Standard)

𝑎は正の定数とする. 曲線 𝑥 = 𝑎(𝜃 − sin 𝜃), 𝑦 = 𝑎(1− cos 𝜃) (0 < 𝜃 < 2𝜋)上の 𝜃 (≠ 𝜋)
に対応する点 Pにおける法線が直線 𝑥 = 𝜋𝑎と交わる点を Qとする.

(1) Qの 𝑦座標を 𝜃 で表せ.

(2) 𝜃 を 𝜋に近づけるとき Qはどのような点に近づくか.

(中央大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 91分)

目次に戻る

76

https://youtu.be/y2Slxj53BkY


8.27 最大・最小 (Standard)

関数 𝑓 (𝑥) = 𝑎 sin 𝑥

cos 𝑥 + 2
(0 ≦ 𝑥 ≦ 𝜋) の最大値が √

3となるように 𝑎の値を定めよ.

(信州大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 63分)

目次に戻る

77

https://youtu.be/5iWT74REOTQ


8.28 方程式が実数解をもたない条件 (Standard)

(1) 曲線 𝑦 = 𝑒𝑥 上の点 (𝑡, 𝑒𝑡 ) における接線の方程式を求めよ.

(2) 方程式 𝑒𝑥 = 𝑎𝑥 が実数解をもたない 𝑎の値の範囲を求めよ.

(西日本工業大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 66分)

目次に戻る

78

https://youtu.be/lgJExPEI8Lk


8.29 不等式への応用 (Standard)

𝑥 > 0のとき, 𝑥 > sin 𝑥 > 𝑥 − 1

6
𝑥3 であることを示せ.

(茨城大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 64分)

目次に戻る

79

https://youtu.be/3CA0dX3C0AA


第9章 積分法 (数学Ⅲ)
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9.1 置換積分法と部分積分法（不定積分） (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 27分)

目次に戻る

81

https://youtu.be/U2Cyo7kHoIs


9.2 置換積分法（不定積分） (Standard)

不定積分
∫

𝑥
√
1 + 𝑥2

𝑑𝑥 を求めよ.

(愛媛大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 44分)

目次に戻る

82

https://youtu.be/xd6opKAfCPw


9.3 置換積分法（不定積分） (Standard)

不定積分
∫

𝑥 cos(𝑥2)𝑑𝑥 を求めよ.

(愛媛大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 38分)

目次に戻る

83

https://youtu.be/7J8j8fknPpg


9.4 部分積分法（不定積分） (Standard)

部分積分の公式は
∫

𝑓 (𝑥)𝑔′(𝑥)𝑑𝑥 = である. この公式を用いて不定積分∫
log 𝑥𝑑𝑥 = となる.

(静岡理工科大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 27分)

目次に戻る

84

https://youtu.be/YJPc2Ks_JDo


9.5 部分積分法（不定積分） (Standard)

次の不定積分を求めよ. ∫
(𝑥 + 1)𝑒−3𝑥𝑑𝑥

(広島市立大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 40分)

目次に戻る

85

https://youtu.be/9zLuN88F9P8


9.6 有理・無理関数の積分（不定積分） (Standard)

∫
𝑑𝑥

𝑥(√𝑥 + 1)

(広島市立大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 47分)

目次に戻る

86

https://youtu.be/8rtORs644PQ


9.7 三角関数の積分（不定積分） (Standard)

次の不定積分を求めよ.

(1) 𝐼 =
∫

tan 𝑥𝑑𝑥

(2) 𝐽 =
∫

tan2 𝑥𝑑𝑥

(宮城教育大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 27分)

目次に戻る

87

https://youtu.be/jHjKmc96tf8


9.8 指数関数の積分（不定積分） (Standard)

不定積分 3

∫
(𝑥2 + 2𝑥)𝑒𝑥𝑑𝑥 を求めよ.

(日本工業大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 15分)

目次に戻る

88

https://youtu.be/oKHr6Vfo0PA


9.9 対数関数の積分（不定積分） (Standard)

次の不定積分を求めよ. ∫
𝑥(log 𝑥)2𝑑𝑥

(小樽商科大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 19分)

目次に戻る

89

https://youtu.be/l9y9zg63xaU


9.10 置換積分法と部分積分法（定積分） (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 31分)

目次に戻る

90

https://youtu.be/A4XNwFWx-OA


9.11 置換積分法（定積分） (Standard)

定積分
∫ 3

0
2𝑥
√
4 − 𝑥𝑑𝑥 を計算しなさい.

(福島大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 30分)

目次に戻る

91

https://youtu.be/gdXKZDwH760


9.12 置換積分法（定積分） (Standard)

定積分
∫ 𝜋

4

𝜋
6

log(sin 𝑥)
tan 𝑥

𝑑𝑥 を求めよ.

(横浜国立大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 25分)

目次に戻る

92

https://youtu.be/ukDvb1J84dg


9.13 部分積分法（定積分） (Standard)∫ 𝜋
4

0

𝑥

cos2 𝑥
𝑑𝑥 を求めよ.

(広島市立大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 22分)

目次に戻る

93

https://youtu.be/qIikbCeoEGU


9.14 部分積分法（定積分） (Standard)

定積分
∫ 1

0
𝑥2𝑒−2𝑥𝑑𝑥 を求めよ.

(日本女子大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 21分)

目次に戻る

94

https://youtu.be/-TVFSgMM_bQ


9.15 逆三角関数の導関数 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 51分)

目次に戻る

95

https://youtu.be/WrETNGaRnP4


9.16 有理関数の積分（定積分） (Standard)

次の定積分を求めよ. ∫ 1
3

0

𝑑𝑥

9𝑥2 + 1

(広島市立大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 44分)

目次に戻る

96

https://youtu.be/Cgtvu99BBf4


9.17 無理関数の積分（定積分） (Standard)∫ 1

0

𝑑𝑥
√
4 − 𝑥2

を求めよ.

(広島市立大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 47分)

目次に戻る

97

https://youtu.be/XJgDnfB9hHY


9.18 三角関数の積分（定積分） (Standard)

定積分
∫ 𝜋

6

0
(sin4 𝑥 + cos4 𝑥)𝑑𝑥 の値を求めよ.

(日本女子大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 40分)

目次に戻る

98

https://youtu.be/dAw2d5CUO5M


9.19 定積分を含む関数 (Standard)

関数 𝑓 (𝑥) が式 𝑓 (𝑥) = 𝑒𝑥 −
∫ 1

0
𝑡 𝑓 (𝑡)𝑥𝑑𝑡 をみたすとき 𝑓 (𝑥) = 𝑒𝑥− 𝑥 である.

(東京医科大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 30分)

目次に戻る

99

https://youtu.be/13yNo5tq1hM


9.20 区分求積法 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 54分)

目次に戻る

100

https://youtu.be/EwHKo2gvHAs


9.21 区分求積法 (Standard)

次の値を求めよ.

lim
𝑛→∞

𝑛∑
𝑘=1

𝑛

4𝑛2 − 𝑘2 =

(小樽商科大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 58分)

目次に戻る

101

https://youtu.be/zU7BctYsmvs


9.22 定積分と不等式の証明 (Standard)

𝑛を 2以上の自然数とするとき, 不等式

𝑛 log 𝑛 − 𝑛 + 1 <
𝑛∑

𝑘=1

log 𝑘 < (𝑛 + 1) log 𝑛 − 𝑛 + 1

が成り立つことを示せ.

(大阪大　改)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 41分)

目次に戻る

102

https://youtu.be/rzZM_cVhYzs


9.23 定積分と不等式の証明 (Standard)

(1) 次の定積分の値を求めよ. ∫ 1√
2

0

1
√
1 − 𝑥2

𝑑𝑥

(2) 𝑛を 2以上の自然数とするとき, 次の不等式が成り立つことを示せ.

1
√
2
≦
∫ 1√

2

0

1
√
1 − 𝑥𝑛

𝑑𝑥 ≦
𝜋

4

(大阪市立大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 52分)

目次に戻る

103

https://youtu.be/HkudJmUNZY4


9.24 曲線と 𝑥 軸の間の面積 (Standard)

関数 𝑓 (𝑥) = 𝑥
√
8 − 𝑥2 について, 曲線 𝑦 = 𝑓 (𝑥) と 𝑥 軸とで囲まれた図形の面積を求

めよ.

(広島大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 51分)

目次に戻る

104

https://youtu.be/pXgPof-evHk


9.25 2つの曲線の間の面積 (Standard)

0 ≦ 𝑥 ≦ 𝜋 のとき, 2曲線 𝑦 = sin 𝑥, 𝑦 = sin 3𝑥 によって囲まれる図形の面積を求めな
さい.

(城西大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 47分)

目次に戻る

105

https://youtu.be/h07T7aLaSQY


9.26 曲線 𝑥 = 𝑓 (𝑦) と面積 (Standard)

曲線 𝑥 = 𝑦2 − 1と直線 𝑥 − 𝑦 − 1 = 0で囲まれた部分の面積 𝑆を求めよ.

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 56分)

目次に戻る

106

https://youtu.be/VRFCGSwwE-8


9.27 媒介変数表示の曲線と面積 (Standard)

曲線

𝑥 = 𝑡 − sin 𝑡

𝑦 = 1 − cos 𝑡
(0 ≦ 𝑡 ≦ 𝜋) と 𝑥 軸および直線 𝑥 = 𝜋とで囲まれる部分の面積 𝑆

を求めよ.

(筑波大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 76分)

目次に戻る

107

https://youtu.be/WVvTwUw0pG0


9.28 非回転体の体積 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 45分)

目次に戻る

108

https://youtu.be/84meWhfQy5E


9.29 非回転体の体積 (Standard)

底面の半径が 𝑎, 高さも 𝑎 である直円柱がある. 底面の 1 つの直径を含み, 底面と
45◦ の傾きをなす平面で, 直円柱を 2つの部分に分けるとき, 各部分の体積を求めよ.

(学習院大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 71分)

目次に戻る

109

https://youtu.be/jSKC5NxSpz0


9.30 回転体の体積 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 35分)

目次に戻る

110

https://youtu.be/EwLI3vtPXBY


9.31 回転体の体積 (Standard)

𝑥𝑦 平面上において曲線 𝑦 = 𝑒𝑥 および 3つの直線 𝑥 = 0, 𝑥 = 1, 𝑦 = 0により囲まれる
図形を 𝐾 とする. 図形 𝐾 を 𝑥軸のまわりに回転してできる立体の体積は であ
り, 図形 𝐾 を 𝑦軸のまわりに回転してできる立体の体積は である.

(慶應義塾大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 81分)

目次に戻る

111

https://youtu.be/6fzqHs_xzaI


9.32 曲線の長さ (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 65分)

目次に戻る

112

https://youtu.be/JVsA5DH8VPA


9.33 曲線の長さ（媒介変数表示） (Standard)

初めは原点にある動点 Pの 𝑡 秒後の座標 (𝑥(𝑡), 𝑦(𝑡)) が

𝑥(𝑡) = 𝑒𝑡 cos 𝑡 − 1, 𝑦(𝑡) = 𝑒𝑡 sin 𝑡

で与えられるとする. Pが 2度目に 𝑥 軸の正の部分に達するまでに Pが動く道のりは
である.

(早稲田大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 65分)

目次に戻る

113

https://youtu.be/jwT7w8dscZI


9.34 曲線の長さ（𝑦 = 𝑓 (𝑥)） (Standard)

座標平面上の曲線 9𝑦2 = (𝑥 + 3)3 と 𝑦軸とで囲まれた図形の周の長さを求めよ.

(昭和大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 54分)

目次に戻る

114

https://youtu.be/6SkLCWfNSg8


第10章 ベクトル (数学 C)
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10.1 有向線分とベクトル (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 41分)

目次に戻る

116

https://youtu.be/_FBWsPcAuIw


10.2 ベクトルの相等 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 26分)

目次に戻る

117

https://youtu.be/VuOm08_EQT8


10.3 ベクトルの演算 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 112分)

目次に戻る

118

https://youtu.be/dHNOZKYnR_w


10.4 有向線分とベクトル (Standard)

正六角形 ABCDEFにおいて, その中心を Oとする.
−−→
AB = ®𝑎, −−→AF = ®𝑏とおいて, 次

のものを ®𝑎と ®𝑏で表しなさい.

−−→
AO = ,

−−→
BF = ,

−−→
AC =

(北海道工業大　改)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 66分)

目次に戻る

119

https://youtu.be/tq-Z6yU28GY


10.5 位置ベクトル (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 29分)

目次に戻る

120

https://youtu.be/oaFH6NTXYEM


10.6 ベクトルの成分 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 121分)

目次に戻る
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https://youtu.be/D1v5tqDiQJI


10.7 ベクトルの成分による演算 (Standard)

®𝑎 = (1, 1), ®𝑏 = (1, 3) とする. {
®𝑥 + 2®𝑦 = ®𝑎
®𝑥 − 3®𝑦 = ®𝑏

をみたす ®𝑥, ®𝑦を求めよ.

(小樽商科大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 24分)

目次に戻る

122

https://youtu.be/QCnc5pwrEUU


10.8 ベクトルの平行条件 (Standard)

®𝑎 = (3,−2), ®𝑏 = (1,−4), ®𝑐 = (−1, 2) とする. ®𝑎 + 𝑡®𝑏が ®𝑐と平行であるとき, 実数 𝑡 の
値は である.

(工学院大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 31分)

目次に戻る

123

https://youtu.be/OBauXWf5r2o


10.9 分点の位置ベクトル (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 30分)

目次に戻る

124

https://youtu.be/9LzL-WoizN0


10.10 分点公式 (Standard)

台形 ABCD において 2 つのベクトル −−→
AD,

−−→
BC が −−→

AD =
3

4

−−→
BC をみたしているとす

る. このとき 2つの線分 ACと BDの交点を Eとするとべクトル −−→
AEは −−→

ABと −−→
ADを

用いて
−−→
AE =

−−→
AB + −−→

AD

と表せる. また点 E を通り辺 AD に平行な直線と線分 AB,CD との交点をそれぞれ
F,Gとするとべクトル −−→

AFと −−→
AGは −−→

ABと −−→
ADを用いて

−−→
AF =

−−→
AB ,

−−→
AG =

−−→
AB + −−→

AD

と表せる.

(摂南大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 51分)

目次に戻る

125

https://youtu.be/uHkY1jtS5G4


10.11 交点の位置ベクトル (Standard)

4OABにおいて, 辺 OAを 2 : 3に内分する点を L, 辺 OBを 4 : 3に内分する点を
Mとし, 線分 AMと線分 BLの交点を P, 線分 OPの延長が辺 ABと交わる点を Nと
する.

−−→
OA = ®𝑎, −−→OB = ®𝑏として, 以下の (1) ∼ (3)に答えよ.

(1) 実数 𝑠 を −−→
AP = 𝑠

−−→
AM を満たすものとするとき,

−−→
OP を ®𝑎, ®𝑏 および 𝑠 を用いて

表せ.

(2)
−−→
OPを ®𝑎と ®𝑏を用いて表せ.

(3) 線分 ANと線分 BNの長さの比を求めよ.

(立教大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 94分)

目次に戻る
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https://youtu.be/3-v4ETSbI3E


10.12 1次独立 (Standard)

同一直線上にない 3点 O,A,Bがある. このとき, 𝑎
−−→
OA + 𝑏−−→OB = 𝑐

−−→
OA + 𝑑−−→OBが成立

するのは「𝑎 = 𝑐かつ 𝑏 = 𝑑」に限ることを背理法を用いて証明せよ.

(鳥取大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 22分)

目次に戻る
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https://youtu.be/mRevDrVfrcs


10.13 直線のベクトル方程式 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 39分)

目次に戻る
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https://youtu.be/_yI64P60-bk


10.14 直線のベクトル方程式 (Standard)

𝑥𝑦 平面上で点 (1,−1) を通り, 方向ベクトルが (4,−3) である直線と原点との距離は
である.

(東邦大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 41分)

目次に戻る
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https://youtu.be/Oc0Wz9G7cT8


10.15 終点の存在範囲 (Standard)

4ABCの面積を 𝑆とする. 𝑚, 𝑛が 0 ≦ 𝑚 ≦ 3, 0 ≦ 𝑛 ≦ 2をみたしながら変わるとき,
−−→
AP = 𝑚

−−→
AB + 𝑛−−→ACで定まる点 Pがえがく図形の面積を 𝑆を用いて表せ.

(大阪工業大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 70分)

目次に戻る
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https://youtu.be/75NDF9vOmt8


10.16 内積 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 68分)

目次に戻る
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https://youtu.be/AFrCNehPx10


10.17 内積の計算 (Standard)

| ®𝑎 | = 2, | ®𝑏 | =
√
2, | ®𝑎 − 2®𝑏 | = 2とする. このとき, ®𝑎 と ®𝑏 の内積 ®𝑎 · ®𝑏 の値は

である. | ®𝑎 + 𝑥®𝑏 |を最小にする実数 𝑥の値は であり, その最小値は で
ある.

(明治学院大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 39分)

目次に戻る
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https://youtu.be/dFSTY-t0EHI


10.18 ベクトルのなす角 (Standard)

| ®𝑎 | = 1, | ®𝑏 | = 2, | ®𝑎 − ®𝑏 | =
√
3のとき, ®𝑎と ®𝑏のなす角は である.

(八戸工業大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 20分)

目次に戻る
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https://youtu.be/VGrbtNb318M


10.19 内積と平行条件・垂直条件 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 28分)

目次に戻る
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https://youtu.be/4NNQ2dUvOzU


10.20 ベクトルの垂直条件 (Standard)

2つのベクトル ®𝑎 = (2, 3), ®𝑏 = (1, 2) が与えられたとき, ®𝑎 + 𝑥®𝑏 と ®𝑎 − 𝑥®𝑏 が直交する
ように実数 𝑥 の値を定めると である.

(東北学院大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 21分)

目次に戻る
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https://youtu.be/NYLoJZFrOaI


10.21 三角形の面積 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 51分)

目次に戻る
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https://youtu.be/4dpsri_qz-c


10.22 三角形の面積 (Standard)
−−→
OA = (1,−2), −−→OB = (2, 2), −−→OC = (0, 3) のとき, 4ABCの面積は である.

(日本工業大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 23分)

目次に戻る
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https://youtu.be/OqIlxz7ePdw


10.23 直線のベクトル方程式 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 28分)

目次に戻る
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https://youtu.be/eoIbFjaIQps


10.24 円のベクトル方程式 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 32分)

目次に戻る
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https://youtu.be/0ASwBd0r0r0


10.25 ベクトル方程式 (Standard)

平面上において同一直線上にない異なる 3点 A,B,Cがあるとき, 次の各問いに対し
て, それぞれの式をみたす点 Pの集合を求めよ.

(1)
−−→
AP + −−→

BP + −−→
CP =

−−→
AC

(2)
−−→
AB · −−→AP =

−−→
AB · −−→AB

(3)
−−→
AB · −−→AC + −−→

AP · −−→AP ≦ −−→
AB · −−→AP + −−→

AC · −−→AP

(鳥取大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 67分)

目次に戻る

140

https://youtu.be/6QCsmS2aocg


10.26 単位ベクトル (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 13分)

目次に戻る
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https://youtu.be/Odcx4Ix696w


10.27 正射影ベクトル (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 33分)

目次に戻る
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https://youtu.be/oceGi-NKkb4


10.28 正射影ベクトル (Standard)

4ABCにおいて, CA =
√
5, CB = 2

√
3であり, また,

−−→
CAと −−→

CBの内積 −−→
CA · −−→CB = 4

である. Aより CBに下ろした垂線の交点を Hとする.

(1) 4ABCの面積は
(2) CH : HB = 1 :

(3)
−−→
AH =

1

3
(𝑎−−→CA + 𝑏−−→CB) と表すとき, 𝑎 =

(千葉工業大　改)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 28分)

目次に戻る
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https://youtu.be/btFXsKOAlBQ


10.29 座標空間 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 24分)

目次に戻る
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https://youtu.be/DTfLWKY9Npg


10.30 直線 (Standard)

𝑥𝑦𝑧空間において, 点 (2, 6, 7)を通り, ベクトル ®𝑢 = (1,−2,−1)に平行な直線と 𝑥𝑦平
面との交点の座標は

(
, , 0

)
である.

(千葉工業大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 36分)

目次に戻る
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https://youtu.be/T4_MaMT8VFs


10.31 平面 (Standard)

4点 A(1, 2, 3), B
(
1, , 10

)
, C(−3, 2, 4), D(2, 4, 1) は同一平面上にある.

(東海大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 30分)

目次に戻る
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https://youtu.be/noCitZJQyfQ


10.32 球面 (Standard)

2点 A,Bを直径の両端とする球のベクトル方程式は球上の任意の点を Sとするとき����� ®𝑠 − ®𝑎 + ®𝑏
2

����� = | ®𝑎 − ®𝑏 |
2

と表されることを示しなさい. ただし, ®𝑠 = −−→
OSとする.

(帯広畜産大　改)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 33分)

目次に戻る
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https://youtu.be/-m2PomdNSJ0


10.33 正四面体 (Standard)

1辺の長さが 𝑟 の正四面体 OABCにおいて,
−−→
OA = ®𝑎, −−→OB = ®𝑏,

−−→
OC = ®𝑐 とおき, 三

角形 ABCの重心を Gとおく. このとき, 次の問いに答えよ.

(1)
−−→
OGを ®𝑎, ®𝑏, ®𝑐を用いて表せ.

(2)
−−→
OG ⊥ −−→

AB,
−−→
OG ⊥ −−→

BCを示せ.

(3) 線分 OGを 3 : 1に内分する点を Hとするとき, OH = HAを示し, この値を求
めよ.

(新潟大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 60分)

目次に戻る
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https://youtu.be/yivbwiys-yA


第11章 二次曲線 (数学 C)
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11.1 円錐曲線 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 55分)

目次に戻る
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https://youtu.be/KEmWOc92rMY


11.2 楕円 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 255分)

目次に戻る
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https://youtu.be/EpaAkTppAqw


11.3 グラフの平行移動（陰関数表示） (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 40分)

目次に戻る
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https://youtu.be/xAz7cVNeRLk


11.4 楕円の方程式 (Standard)

座標平面上に, 原点 Oを中心とする半径 2𝑎 の円 𝐶 と, 定点 F(−2𝑏, 0) (0 < 𝑏 < 𝑎)
をとる. 𝐶 上の点を Qとし, 線分 FQの垂直二等分線と線分 OQとの交点を Pとする.
このとき, 以下の問いに答えよ.

(1) 線分の長さの和 FP + POは, 点 Qの位置には無関係に一定であることを示せ.

(2) 点 Qが 𝐶 上を動くとき, 点 Pの軌跡の方程式を求めよ.

(愛知教育大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 79分)

目次に戻る
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https://youtu.be/4x2yy6UW4gI


11.5 楕円の接線の方程式 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 40分)

目次に戻る
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https://youtu.be/DjQV2uhgOhk


11.6 楕円の法線の方程式 (Standard)

座標平面において, 楕円 𝑥2

8
+ 𝑦2

3
= 1上の点 P(𝑎, 𝑏) における法線の方程式は

𝑏𝑥 − 𝑎𝑦 = 𝑎𝑏

である.

(東京医科大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 84分)

目次に戻る
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https://youtu.be/omFOtSLqUoU


11.7 直線の方程式と法線ベクトル (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 34分)

目次に戻る
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https://youtu.be/9WXKPfLF0fk


11.8 円の媒介変数表示 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 24分)

目次に戻る
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https://youtu.be/TFkzNrvZkwY


11.9 楕円の媒介変数表示 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 50分)

目次に戻る
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https://youtu.be/mtmAISLhS0I


11.10 楕円の媒介変数表示 (Standard)

𝑥2

𝑎2
+ 𝑦2

𝑏2
= 1 · · · · · · 1⃝で表される曲線上の点 (𝑥, 𝑦) は

𝑥 = 𝑎 cos 𝜃, 𝑦 = 𝑏 sin 𝜃

のように媒介変数 𝜃を用いて表すことができる. このことを, 式 1⃝の曲線と円 𝑥2+𝑦2 = 𝑎2

とをともに図示することで説明せよ.

(豊橋技術科学大　改)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 41分)

目次に戻る
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https://youtu.be/oKRdsepffsM


11.11 双曲線 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 84分)

目次に戻る
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https://youtu.be/o17AvjVtnho


11.12 双曲線の方程式 (Standard)

𝑥𝑦 座標平面において, 2直線 𝑦 = 2(𝑥 + 2), 𝑦 = −2(𝑥 + 2) を漸近線とし, 原点を通る
双曲線の方程式は である. また, この双曲線の 1つの焦点を F(𝑐, 0) (𝑐 > 0)

とすると, 𝑐 = である.

(鹿児島大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 69分)

目次に戻る
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https://youtu.be/Q_BKvejXfmY


11.13 双曲線の接線の方程式 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 6分)

目次に戻る
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https://youtu.be/2jQPY8dCJ_M


11.14 双曲線の接線の方程式 (Standard)

双曲線 𝑥2 − 𝑦2 = 1上の 1点 P(𝑥0, 𝑦0) から円 𝑥2 + 𝑦2 = 1に引いた 2本の接線の両接
点を通る直線を 𝑙 とする. ただし, 𝑦0 ≠ 0とする.

(1) 直線 𝑙 は, 方程式 𝑥0𝑥 + 𝑦0𝑦 = 1で与えられることを示せ.

(2) 直線 𝑙 は, 双曲線に接することを証明せよ.

(名古屋市立大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 80分)

目次に戻る
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https://youtu.be/b3dwRZajI40


11.15 双曲線の媒介変数表示 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 50分)

目次に戻る
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https://youtu.be/GpSF6Yi5yAQ


11.16 双曲線の媒介変数表示 (Standard)

原点を中心とする半径 √
3 の円 𝐶1 と媒介変数 𝜃 を用いて 𝑥 =

1

cos 𝜃
, 𝑦 = tan 𝜃(

− 𝜋
2
< 𝜃 <

𝜋

2

)
で表される曲線 𝐶2 について, 次の問に答えよ.

(1) 𝐶1 と 𝐶2 の交点で, 第 1象限にあるものの座標を求めよ.

(2) (1)で求めた交点における 𝐶2 の接線の方程式を求めよ.

(3) 𝐶1 と 𝐶2 で囲まれた原点を含まない図形を 𝑦 軸のまわりに 1回転してできる立
体の体積を求めよ.

(群馬大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 85分)

目次に戻る
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https://youtu.be/mpntJsWYyqE


11.17 放物線 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 82分)

目次に戻る
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https://youtu.be/7w3NZRuWXYM


11.18 放物線の方程式 (Standard)

点 (1, 1) と直線 𝑦 = −2からの距離が等しい点の軌跡は放物線であり, その方程式は
𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 − 1

3
である. このとき, 𝑎 = , 𝑏 = である.

(鹿児島大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 42分)

目次に戻る
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https://youtu.be/tmggTiS6n_0


11.19 放物線の接線の方程式 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 12分)

目次に戻る
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https://youtu.be/pl_0ek6Wr2I


11.20 放物線の接線の方程式 (Standard)

放物線 𝑦2 = 4𝑝𝑥 (𝑝 > 0) の焦点を F, 放物線上の任意の点を P(𝑥0, 𝑦0) とする.

(1) 点 Pでの接線の方程式は, 𝑦0𝑦 = 2𝑝(𝑥 + 𝑥0) であることを示せ.

(2) 点 Pにおける接線と直線 FPのなす角は, 接線と 𝑥 軸のなす角に等しいことを
示せ.

(津田塾大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 58分)

目次に戻る
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https://youtu.be/LWboIoLMFP0


11.21 離心率 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 22分)

目次に戻る
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https://youtu.be/GAHMgqnXJZc


11.22 円錐曲線と離心率 (Standard)

𝑒を与えられた正の定数とし, 点 Aの座標を (1, 0)とする. 点 Pの座標を (𝑥, 𝑦)とす
るとき以下の問いに答えよ.

(1) 𝑦 軸から点 Pまでの距離と点 Aから点 Pまでの距離の比が 1 : 𝑒 であるために
𝑥, 𝑦が満たすべき条件を求めよ.

(2) 𝑒 = 1のとき, (1)の条件を満たす点 Pの軌跡は放物線 𝑥 = 𝑘𝑦2 + ℓ𝑦 + 𝑚 となる.
𝑘, ℓ, 𝑚 の値を求めよ.

(3) 0 < 𝑒 < 1のとき, (1)の条件を満たす点 Pの軌跡は, 楕円

𝑥2

𝑎2
+ 𝑦2

𝑏2
= 1

を平行移動させたものである. そのような 𝑎, 𝑏 (どちらも正とする)を 𝑒 の式で
表し, 𝑥方向, 𝑦方向にそれぞれどれだけ平行移動すれば点 Pの軌跡になるかを
答えよ.

(4) 𝑒 > 1のとき, (1)の条件を満たす点 Pの軌跡は, 双曲線

𝑥2

𝑐2
− 𝑦2

𝑑2
= 1

を平行移動させたものである. そのような 𝑐, 𝑑 (どちらも正とする)を 𝑒 の式で
表し, 𝑥方向, 𝑦方向にそれぞれどれだけ平行移動すれば点 Pの軌跡になるかを
答えよ.

(5) (1)の条件を満たす点 Pの軌跡の概形を, 𝑒 =
1

2
, 1, 2の 3つの場合について同

一平面上に図示せよ.

(北見工業大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 99分)

目次に戻る
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https://youtu.be/ZzEzF10Ftlg


第12章 極座標と極方程式 (数学 C)
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12.1 極座標 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 32分)

目次に戻る
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https://youtu.be/-xOWZ6H--XU


12.2 直交座標と極座標 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 19分)

目次に戻る
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https://youtu.be/4ikpvyWaVNA


12.3 極方程式 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 22分)

目次に戻る
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https://youtu.be/FwvoTZTyv10


12.4 直交座標と極座標 (Standard)

直交座標 (𝑥, 𝑦) の原点 Oを極とし, 𝑥 軸 (𝑥 ≧ 0) の半直線を偏角 𝜃 の始線とする極座
標 (𝑟, 𝜃) において, 極方程式 𝑟2 = 𝑟 (sin 𝜃 + 4 cos 𝜃) − 5 + 𝑟2 sin2 𝜃 で表される曲線を, 直
交座標 (𝑥, 𝑦) における 𝑥 と 𝑦の方程式として表しなさい. なお, 𝜃 の向きは反時計まわ
りを正の向きとする.

(公立千歳科学技術大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 30分)

目次に戻る
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https://youtu.be/LuRTfrNJDA4


12.5 極の位置と極方程式 (Standard)

座標平面上に定点 F(−4, 0) および定直線 𝑙 : 𝑥 = − 25

4
が与えられている.

(1) 動点 P(𝑥, 𝑦)から 𝑙へ垂線 PHを引くとき,
PF

PH
=

4

5
となるように, Pが動くも

のとする. このとき Pの軌跡の方程式を求めよ.

(2) Fを極, Fから 𝑥軸の正の方向に向かう半直線を始線（基線）とする極座標を考
える. このとき (1)で得られた図形を極方程式で表せ.

(3) 原点 Oを極, Oから 𝑥 軸の正の方向に向かう半直線を始線（基線）とする極座
標を考える. このとき (1)で得られた図形を極方程式で表せ.

(山梨大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 87分)

目次に戻る
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https://youtu.be/WLAlLjKMQtE


12.6 極座標で表された曲線の長さ (Standard)

平面上の点の直交座標を (𝑥, 𝑦), 極座標を (𝑟, 𝜃) とする. 極方程式 𝑟 = 𝑓 (𝜃) によって
表される曲線 𝐶 について, 次の問いに答えよ.

(1) 曲線 𝐶 上の点 (𝑥, 𝑦) について,
(
𝑑𝑥

𝑑𝜃

)2
+
(
𝑑𝑦

𝑑𝜃

)2
を 𝑓 (𝜃), 𝑓 ′(𝜃) を用いて表せ.

(2) 𝑓 (𝜃) = sin3
𝜃

3
のとき, 曲線 𝐶 の 0 ≦ 𝜃 ≦

𝜋

2
の部分の長さを求めよ.

(熊本大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 53分)

目次に戻る
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https://youtu.be/Zi6XKIP6m-E


第13章 複素数平面 (数学 C)

179



13.1 複素数平面 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 46分)

目次に戻る
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https://youtu.be/Pb5EhUho_e4


13.2 複素数の加法・減法・実数倍 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 70分)

目次に戻る

181

https://youtu.be/gtctJg94YIA


13.3 複素数の絶対値 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 13分)

目次に戻る
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https://youtu.be/LXyZs3N4574


13.4 2点間の距離 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 18分)

目次に戻る
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https://youtu.be/D8AxmQK_FLM


13.5 複素数の絶対値の最大値と最小値 (Standard)

複素数 𝑧 が | 𝑧 − 2𝑖 | = 2を満たすとき, | 𝑧 − 2
√
3 | の最大値と最小値を求めよ. また,

そのときの 𝑧の値を求めよ. ただし, 𝑖は虚数単位である.

(山形大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 71分)

目次に戻る
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https://youtu.be/b1kuOYYgRH4


13.6 共役複素数の性質 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 108分)

目次に戻る
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https://youtu.be/I8bV3ffQgoc


13.7 共役複素数と絶対値 (Standard)

𝑧, 𝑤 を |𝑧 | = 2, |𝑤 | = 5を満たす複素数とする. 𝑧𝑤 の実部が 3であるとき, |𝑧 − 𝑤 | =
である.

(愛媛大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 53分)

目次に戻る
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https://youtu.be/A4w2cRiLTtM


13.8 複素数の実数条件 (Standard)

複素数 𝑧が |𝑧 − 1| = 1を満たし, かつ 𝑧 + 1

𝑧
が実数であるならば

𝑧 = ,

である. ただし, 𝑖は虚数単位とする.

(東京工科大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 61分)

目次に戻る
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https://youtu.be/7HbXHtkJeso


13.9 極形式 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 27分)

目次に戻る
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https://youtu.be/qQIP2bWJogo


13.10 複素数の乗法・除法 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 66分)

目次に戻る

189

https://youtu.be/q6EEw_ispOU


13.11 極形式 (Standard)

|𝛼 | = |𝛽 | = 1かつ 𝛼 + 𝛽 = 1を満たす複素数 𝛼, 𝛽について, 𝛼2 + 𝛽2 の値を求めよ.

(広島市立大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 57分)

目次に戻る
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https://youtu.be/bENt-tQqIdQ


13.12 原点を中心とする回転移動 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 98分)

目次に戻る
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https://youtu.be/rhGF7eBr0ic


13.13 直角三角形の頂点になる条件 (Standard)

𝑘 を実数の定数とし, 2次方程式 𝑧2 − 2𝑧 + 𝑘 = 0の解を 𝛼, 𝛽とする. 複素数平面上で
3点 O(0), A(𝛼), B(𝛽) が直角三角形の頂点になるように, 𝑘 の値を定めよ.

(山形大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 115分)

目次に戻る
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https://youtu.be/s-Xljlo_ixY


13.14 原点以外の点を中心とする回転移動 (Standard)

(1) 𝛼, 𝛽は 𝛼 ≠ 𝛽をみたす複素数とし, 𝜃は 0 ≦ 𝜃 < 2𝜋とする. 複素数平面上で, 点
𝛼を点 𝛽のまわりに 𝜃 回転した点を表す複素数を 𝛾 とする. 𝛾 を 𝛼と 𝛽と 𝜃 を
用いて表せ.

(2) 𝛼 = 𝑖 (𝑖 は虚数単位)とする. 点 𝛼 を原点のまわりに 𝜋

3
回転した点を表す複素

数を 𝛽とする. 点 𝛼を点 𝛽のまわりに 𝜋

4
回転した点を表す複素数を 𝛾とする.

𝛾 の実部と虚部を求めよ.

(奈良女子大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 43分)

目次に戻る
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https://youtu.be/wm9F7TbRSOs


13.15 ド・モアブルの定理 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 54分)

目次に戻る
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https://youtu.be/7WFi8Y1R1dA


13.16 ド・モアブルの定理 (Standard)

𝑧 = 1 +
√
3𝑖とする. このとき,

1 + 𝑧 + 𝑧2 + 𝑧3 + 𝑧4 + 𝑧5

の値を求めなさい.

(福島大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 40分)

目次に戻る
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https://youtu.be/_MgWqKMXg7k


13.17 1の n乗根 (Basic)

講義を視聴 (無料)
(講義時間 : 49分)

目次に戻る
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https://youtu.be/CTP1O80F8iI


13.18 1の 3乗根の図示 (Standard)

𝑧3 = 1をみたすすべての複素数 𝑧を極形式によって表し, それらを複素数平面に図示
せよ.

(滋賀大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 43分)

目次に戻る
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https://youtu.be/GcLOmoE8ZxA


13.19 (γ -α)(β -α) (Standard)

複素数平面上の三角形の頂点を, A(𝛼), B(𝛽), C(𝛾) とする. これらが
𝛾 − 𝛼
𝛽 − 𝛼 =

1

2
(
√
3 + 𝑖)2

をみたすとき, 次の各問いに答えよ.

(1)
𝛾 − 𝛼
𝛽 − 𝛼 の絶対値を 𝑟, 偏角を 𝜃とおく. このとき, 𝑟 および 𝜃を求めよ. ただし,

0 ≦ 𝜃 ≦ 2𝜋とする.

(2)
𝛽 − 𝛾
𝛼 − 𝛾 の値を求めよ.

(東京農工大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 59分)

目次に戻る
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https://youtu.be/G74Euh3uim8


13.20 三角形 (Standard)

複素数平面において, 複素数 2, 4i, 𝑧を表す点をそれぞれ A, B, Cとする. ただし,
𝑖は虚数単位とする.

(1) 4ABCが ∠ACBを直角とする直角二等辺三角形となるように, 複素数 𝑧の値を
定めよ.

(2) 4ABCが正三角形となるように, 複素数 𝑧の値を定めよ.

(弘前大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 50分)

目次に戻る
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https://youtu.be/vXdPjC6vDHA


13.21 四角形 (Standard)

複素数平面上で, 0でない複素数 𝛼, 𝛽を表す点をそれぞれA, Bとし, 原点をOとす
る. 𝛼, 𝛽が等式 𝛼2 − 2𝛼𝛽 + 2𝛽2 = 0をみたすとき, 次の問いに答えよ.

(1)
𝛼

𝛽
の値, arg 𝛼 − arg 𝛽の値をそれぞれ求めよ.

(2) さらに, 点 Cを四角形OACBが平行四辺形になるように定める. 𝛽 = 1 + 3𝑖で
あるとき, 頂点 Cを表す複素数を求めよ.

(星薬科大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 39分)

目次に戻る
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https://youtu.be/DKT0_ocdLN8


13.22 共線条件 (Standard)

(1) 複素数平面上の異なる 3点 𝛼, 𝛽, 𝛾 が同一直線上にあるための必要十分条件は
𝛾 − 𝛼
𝛽 − 𝛼 が実数であることを示せ.

(2) 3個の複素数 −1, 𝑖𝑧, 𝑧2の表す点が同一直線上にあるための条件を求めよ.

(津田塾大　改)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 63分)

目次に戻る
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https://youtu.be/Rw5d37uNn0I


13.23 円の方程式 (Standard)

𝑧を複素数としたとき, 方程式 |𝑧 − 3| = 2|𝑧 |を満たす点 𝑧全体は, 複素数平面上のど
のような図形か述べよ.

(秋田県立大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 36分)

目次に戻る
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https://youtu.be/3Dr1uYKsdgI


13.24 軌跡 (Standard)

複素数 𝑧が |𝑧 − 1| = 1をみたすとき, 複素数平面上で

𝑤 =
𝑧 − 𝑖
𝑧 + 𝑖

によって定まる点 𝑤の軌跡を図示せよ.

(早稲田大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 67分)

目次に戻る
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https://youtu.be/FdM6RRNHr2w


13.25 領域 (Standard)

𝑧は |𝑧 − 2| ≦ 1をみたす複素数, 𝑎は 0 ≦ 𝑎 ≦ 2をみたす実数とする. さらに 𝑤 = 𝑖𝑎𝑧

とする. ただし, 𝑖は虚数単位である.
(1) 複素数平面において 𝑤の存在範囲を図示せよ.

(2) 𝑤の偏角の範囲を求めよ.

(法政大)

講義を視聴 (現在無料)
(講義時間 : 61分)

目次に戻る
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https://youtu.be/VQWYFefvnD4
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